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研究概要︓遊離残留塩素がセマフォリン 3A（Sema3A）と神経成長因子（NGF）の発現のバランスを崩し、表皮への神経突起伸
長を促進するため、皮膚を敏感にし、慢性的な刺激やかゆみを引き起こす可能性を示唆している。 

研究背景︓私たちが普段使用している水道水には、微生物やウイルスを死滅させ安全に使用するために、一定濃度の遊離残留塩素
が含まれている。遊離残留塩素を含む水は、私たちの髪や皮膚を乾燥させるだけでなく、人によっては、特に敏感肌の人や皮膚のバリア
機能が低下している人においては、刺激やかゆみを引き起こす可能性がある。 

研究成果︓我々は、培養後根神経節ニューロンおよび培養表皮ケラチノサイトに対する遊離残留塩素の影響を調べた。まず、培養ラ
ット後根神経節ニューロンの神経突起長を測定した。次に、培養ヒト表皮ケラチノサイトにおける Sema3A と NGF レベルに対する塩素
の影響を評価するため、酵素結合免疫吸着法を用いて上清中の NGF を測定し、ポリメラーゼ連鎖反応とウェスタンブロットを用いて
Sema3A と NGF レベルを測定した。塩素は、培養ラット後根神経節ニューロンの神経突起の長さを伸ばし、突起の数を増加させた。塩
素存在下での培養ヒト表皮ケラチノサイト上清中の NGF mRNA およびタンパク質レベルに変化はなかったが、Sema3A mRNA およびタ
ンパク質レベルは減少し、NGF に対する Sema3A の比率も減少した。

社会的・学術的なポイント︓塩素水は敏感肌の人や皮膚のバリア機能が低下している人においては、刺激やかゆみを引き起こす可能
性がある。 

用語解説︓ 

Sema3A :神経軸索の反跳因子として Plexin を受 容体としたシグナルを介して，神経軸索が伸長する 際に抑制性に作用することが
知られている。 

NGF :特定の標的神経細胞の成長、維持、増殖、生存の調節に関与する神経栄養因子（神経ペプチド）である。 
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